
「古城水源地浄水施設整備事業」の事業費の変更に関する意見募集結果

分類 No 意見 本市の考え方・対応

①

　住民生活のライフラインで水は人の命で根源であり最重要
と考えます。
　河川豊富な故郷ですので、家庭に安全安心の水を供給でき
る水源の保持が望まれます。
　浄水施設は老朽化する前に先手で整備が必要不可避です。
　今後整備される水道施設は耐久強化と日頃のメンテナンス
が不可欠と考えます。
　延岡市全体の水道施設の改善も期待します。

②
　いつ災害が起こるか分からないので施設を更新していくと
こは、大切だと思います。

③
　この設備を作った時のメリットとデメリットが分かりにく
い。

　メリットは耐震化により災害に強い水道施設となります。
　デメリットは特にありませんが、将来的に更新が必要となり
ます。

④

　整備予算を削減して欠陥整備をすることはないよう必要予
算は実行すべき。
　今回の事業費は延岡市世帯約51400世帯から200円/月を
6年集めた金額約740,000千円に相当する。

⑤
　数十年先を見据えて工事を進めてほしいと思います。コス
ト上昇は、仕方がないと考えます。

⑥
　物価上昇による工事費の増額については、仕方がない事だ
と思います。

⑦
　工事費を増額しないと安全に作業できないのであれば、増
額して工事を行って欲しいです。

⑧

　追加工事・物価上昇等の理由で、事業費等の変更が生じた
場合のプロジェクトチームを作る。
　年度、年度で、物価も上がり、単価等、その都度、市場を
調べ入力しておく。
　毎回大きな工事での変更は、少ないと考えますが、チーム
の方々も、日頃の仕事をしつつ、事案が発生した場合はチー
ムに参加し、迅速に予算等が出せる様にする。

　この予算をどこから捻出するのかがよく分からなかった。 　基本的には水道料金からの支出となりますが、一部は国の財
政支援を活用し、整備を進めております。

　一般の人に聞いてもよく分からないと思う。 　本市では、市の行政運営における公正の確保及び透明性の向
上を図り、もって市民等の参加による開かれた市政の推進に資
することを目的とした「延岡市政策等の形成過程における市民
等参加条例(パブリックコメント条例)」に基づき、市民の皆様
へ意見募集を行っています。

施設整備に関
すること

　本市では、『安全な水道』『強靭な水道』『水道事業の持
続』の基本理念のもと、水道施設の更新を計画的に実施してい
ます。
　古城水源地については、浄水施設の整備により令和7年度に
水源地内の施設の耐震化が完了する予定となっています。
　その他の水道施設につきましても、計画的に耐震化を進めて
まいります。

事業費の変更
に関すること

　まず、予算の計上額をできる限り最新の単価等で積算するな
どに努めてまいります。
　また、大規模な変更をせざるを得ない場合にありましても、
今回のパブリックコメントのように、その理由等を予め明確に
市民の皆様に公表するなど適正な対応を行ってまいります。

財源に関する
こと

⑨


